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　５月17日から24日まで、バンコクこども親善大使12人を含む訪問団一行

が、４年ぶりに本市を訪れました。この国際文化交流事業は「八千代こど

も国際平和文化基金事業」の一環として、平成元年に始まりました。

　これまでに、バンコク都から302人、本市から318人のこども親善大使が

お互いの国を訪問して、友情の架け橋をつないでいます。

お問い合わせは

シティプロモーション課
４21-6703へ

の子どもたちはリラックスして、すっかり普

段の顔に戻っていました。

　こども親善大使を務
つ と

めたＯＧＯＢの中には、

親となり、子どもと一緒に来た参加者もいま

した。将来、ＯＧＯＢの子どもたちが成長し、

未来の八千代こども親善大使としてバンコク

都を訪問する日が来るかもしれません。こう

して、世代を超えた交流へと広がっていくで

しょう。

35年という長い交流の歴史の中で、両国は

強い絆を育んできました。

　今回は４年ぶりの訪問であり、関わった全

員が、これまで以上に交流できたことの喜び

を嚙みしめていました。

　来年１月には、４年ぶりに八千代こども親

善大使12人がバンコク都を訪問する予定です。

今回も一生忘れられない、大切な人たちとの

出会いが待っていることでしょう。これまで

の絆が、より一層強く、いつまでも引き継が

れていきます。

　帰るころにはすっかり打ち解け、見送りに

集まった沢山の生徒たちと、ハイタッチをし

たり、写真を撮るなどしていました。バスが

出発しても、互いにいつまでも手を振り続け

ていました。

　滞在中はこのほかにも、茶道連盟の皆さん

の協力で茶道の作法を学んだり、春バラが満

開のやちよ京成バラ園を見学しました。

　平成元年度の事業開始に合わせて、本市か

らも八千代こども親善大使をバンコク都に派

遣しています。異文化を体験し、ホストファ

ミリーなど多くの人々の優しさに触れること

は、一生忘れることのできない大切な経験と

なります。帰国後も、「いつまでも交流を続

けたい」「バンコクの人たちに恩返しがした

い」という想いは変わることなく、平成16年

４月、有志の子どもたちが、ＯＧＯＢ会「ダ

イラックアン」を立ち上げました。

　「ダイラックアン」は、タイで旅の安全や

幸せを祈って、手首に巻く白い糸のことです。

自分たちが訪問したときに、心を込めて巻い

てもらった感動が心に残っていることから、

この名前が付けられました。バンコクこども

親善大使も､“東の国よ永遠に”という意味

の「テップウタイ」を結成し、今でも途絶え

ることなく交流が続いています。

　５月の受け入れでは、ダイラックアン主催

のウェルカムパーティ―が、農業交流センタ

ーで行われました。少しでも緊張がほぐれる

ようにと、糸電話やけん玉、だるま落としなど

の楽しいプログラムが用意され、体験した子

どもたちは楽しそうに歓声を上げていました。

　また、タイでも親しまれているハンカチ落

としで、ホストファミリーも一緒に遊び、笑

顔の絶えない交流になりました。バンコク都

　平成元年から続いているタイ王国バンコク

都との交流は、新型コロナウイルス感染症の

影響により、令和２年度以降見送られてきま

した。訪問ができない間も、市内で開催され

た、こども親善大使国際平和展の様子を録画

したＤＶＤをバンコク都へ贈呈するなど、絶

やすことなく交流を続けてきました。

　今年は訪問を再開し、バンコク都からこど

も親善大使と関係者を合わせた19人が本市を

訪れました。最初は緊張で硬かった表情も、

たくさんの人達との交流や日本の文化に触

れ、楽しそうな笑顔に変わっていきました。

　八千代台小学校で行われた学校交流会で

は、学校側から迫力あるソーラン節を披露し

てもらいました。

　また、習字体験では、「友」「幸」などの漢

字を、お手本を見ながら真剣な表情で書き上

げ、日本の文化を体験しました。タイの子ど

も達が書き上げた字を見た生徒達は、「自分

より上手！」と感心の声を上げていました。

　バンコクこども親善大使は、美しいタイの

民族衣装で伝統的な踊りを披露しました。

▲タイでは、稲刈りの休憩時間に村人みんなで踊ります

◀
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ま
く
だ
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び

▲５月21日農業交流センターで開催されたダイラックアン主催のウェルカムパーティー

4［５ .７ .１］

　５月17日から24日まで、バンコクこども親善大使12人を含む訪問団一行

が、４年ぶりに本市を訪れました。この国際文化交流事業は「八千代こど

も国際平和文化基金事業」の一環として、平成元年に始まりました。

　これまでに、バンコク都から302人、本市から318人のこども親善大使が

お互いの国を訪問して、友情の架け橋をつないでいます。

お問い合わせは

シティプロモーション課
４21-6703へ

の子どもたちはリラックスして、すっかり普

段の顔に戻っていました。

　こども親善大使を務
つ と

めたＯＧＯＢの中には、

親となり、子どもと一緒に来た参加者もいま

した。将来、ＯＧＯＢの子どもたちが成長し、

未来の八千代こども親善大使としてバンコク

都を訪問する日が来るかもしれません。こう

して、世代を超えた交流へと広がっていくで

しょう。

35年という長い交流の歴史の中で、両国は

強い絆を育んできました。

　今回は４年ぶりの訪問であり、関わった全

員が、これまで以上に交流できたことの喜び

を嚙みしめていました。

　来年１月には、４年ぶりに八千代こども親

善大使12人がバンコク都を訪問する予定です。

今回も一生忘れられない、大切な人たちとの

出会いが待っていることでしょう。これまで

の絆が、より一層強く、いつまでも引き継が

れていきます。

　帰るころにはすっかり打ち解け、見送りに

集まった沢山の生徒たちと、ハイタッチをし

たり、写真を撮るなどしていました。バスが

出発しても、互いにいつまでも手を振り続け

ていました。

　滞在中はこのほかにも、茶道連盟の皆さん

の協力で茶道の作法を学んだり、春バラが満

開のやちよ京成バラ園を見学しました。

　平成元年度の事業開始に合わせて、本市か

らも八千代こども親善大使をバンコク都に派

遣しています。異文化を体験し、ホストファ

ミリーなど多くの人々の優しさに触れること

は、一生忘れることのできない大切な経験と

なります。帰国後も、「いつまでも交流を続

けたい」「バンコクの人たちに恩返しがした

い」という想いは変わることなく、平成16年

４月、有志の子どもたちが、ＯＧＯＢ会「ダ

イラックアン」を立ち上げました。

　「ダイラックアン」は、タイで旅の安全や

幸せを祈って、手首に巻く白い糸のことです。

自分たちが訪問したときに、心を込めて巻い

てもらった感動が心に残っていることから、

この名前が付けられました。バンコクこども

親善大使も､“東の国よ永遠に”という意味

の「テップウタイ」を結成し、今でも途絶え

ることなく交流が続いています。

　５月の受け入れでは、ダイラックアン主催

のウェルカムパーティ―が、農業交流センタ

ーで行われました。少しでも緊張がほぐれる

ようにと、糸電話やけん玉、だるま落としなど

の楽しいプログラムが用意され、体験した子

どもたちは楽しそうに歓声を上げていました。

　また、タイでも親しまれているハンカチ落

としで、ホストファミリーも一緒に遊び、笑

顔の絶えない交流になりました。バンコク都

　平成元年から続いているタイ王国バンコク

都との交流は、新型コロナウイルス感染症の

影響により、令和２年度以降見送られてきま

した。訪問ができない間も、市内で開催され

た、こども親善大使国際平和展の様子を録画

したＤＶＤをバンコク都へ贈呈するなど、絶

やすことなく交流を続けてきました。

　今年は訪問を再開し、バンコク都からこど

も親善大使と関係者を合わせた19人が本市を

訪れました。最初は緊張で硬かった表情も、

たくさんの人達との交流や日本の文化に触

れ、楽しそうな笑顔に変わっていきました。

　八千代台小学校で行われた学校交流会で

は、学校側から迫力あるソーラン節を披露し

てもらいました。

　また、習字体験では、「友」「幸」などの漢

字を、お手本を見ながら真剣な表情で書き上

げ、日本の文化を体験しました。タイの子ど

も達が書き上げた字を見た生徒達は、「自分

より上手！」と感心の声を上げていました。

　バンコクこども親善大使は、美しいタイの

民族衣装で伝統的な踊りを披露しました。

▲タイでは、稲刈りの休憩時間に村人みんなで踊ります

◀
う
ま
く
だ
る
ま
が
落
と
せ
て
大
喜
び

▲５月21日農業交流センターで開催されたダイラックアン主催のウェルカムパーティー

［４ . 1 1 . 1 5］

市ホームページで資料などを公表しています お問い合わせ
　決算の概要、年度ごとの予算の概要や編成過程、各種分析資料などを市

ホームページで公表しています。

　一般・特別会計については、トップページから「市政情報」→「財政・

会計」へ、公営企業会計については、トップページから「八千代市上下水

道局」→「上水道（または下水道）」へ。

●一般・特別会計に関すること

　　財政課 （487）5112へ

●公営企業会計に関すること

　　上下水道局経営企画課 （483）6572へ

　公営企業会計は、経営に要する費用を料金などの事業収益で賄うもので、水道事業と公共

下水道事業が対象となります。内訳は、当該年度の経営活動に伴う収支である収益的収支と

施設の建設や改良などのための収支である資本的収支に分かれます。

水道事業会計

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額15億7,388万円は、損益勘定留保資金

などで補てんしました。

〔収支〕 　 　※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
46億1,236万円

(1.1％増)
37億6,346万円

(4.4％増)

資本的収支
14億3,470万円
(92.6％増)

30億858万円
(9.9％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
404億3,447万円

(1.7％増)
固定負債

130億7,089万円
(2.5％増)

流動資産
36億1,690万円
(12.2％増)

流動負債
10億4,973万円

(2.8％増)

繰延収益
100億9,025万円

(0.7％増)

負債合計
242億1,087万円

(1.7％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
169億7,095万円

(4.4％増)

剰 余 金
28億6,955万円

(1.1％減)

資本合計
198億4,050万円

(3.6％増)

資産合計
440億5,137万円

(2.5％増)
負債・資本
合　　 計

440億5,137万円
(2.5％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
400億3,420万円

(3.8％増)
固定負債

78億462万円
(7.1％増)

流動資産
20億9,948万円
(12.3％増)

流動負債
7億5,174万円
(2.1％減)

繰延収益
199億6,050万円

(5.1％増)

負債合計
285億1,686万円

(5.4％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
126億7,793万円

(1.8％増)

剰 余 金
9億3,889万円
(0.2％減)

資本合計
136億1,682万円

(1.7％増)

資産合計
421億3,368万円

(4.2％増)
負債・資本
合　　 計

421億3,368万円
(4.2％増)

公共下水道事業会計

　資本的収入額（翌年度へ繰越される支出の

財源充当額4,565万円を除く。）が資本的支出

額に対して不足する額９億9,511万円は、損

益勘定留保資金などで補てんしました。

〔収支〕 ※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
37億3,972万円
(2.7％増)

34億5,624万円
(2.3％減)

資本的収支
23億6,107万円
(371.4％増)

33億1,053万円
(152.8％増)

公営企業会計八千代市財政運営の

基本的計画の取組状況

　近年の財政状況を踏まえ、平成28年２月に

策定した八千代市財政運営の基本的計画を３

年３月に改訂しました。10年度までの中長期

財政収支見通しを基に、健全な財政運営の推

進に向けた財政目標値を設定しています。

　３年度決算を終えての現状と、６年度の中

間目標値及び10年度の最終目標値は下の表の

とおりです。中長期財政収支見通しは、年２

回見直しと、市民への公表を行うほか、予算

編成の基礎資料などに活用しています。

特別会計

　市には、４つの特別会計があり、保険料や

使用料などの特定の収入がある事業ごとに会

計を設け、一般会計と分けて経理することで、

収支をはっきりさせているものです。

区　分
歳入

（対前年度比）
歳出

（対前年度比）

⑴国民健康

　保険事業

160億3,059万円

（2.5％増）

156億1,607万円

（1.5％増）

⑵介護保険

　事業

136億634万円

（4.5％増）

133億1,992万円

（4.9％増）

⑶墓地事業
4,216万円

（12.7％増）

4,206万円

（12.6％増）

⑷後期高齢者

　医療

26億7,832万円

（1.4％減）

26億6,434万円

（1.5％減）

合　計
323億5,741万円

（3.0％増）

316億4,239万円

（2.7％増）

〔財政運営の基本的計画における取組状況〕

財政指標
令和10年度末
最終目標値

令和６年度
中間目標値

令和３年度
決算値

経常

収支比率
93.0%以下 94.9%以下 92.2%

公債費

負担比率
13.0%以下 14.0%以下 13.0%

財政調整

基金残高

標準財政規模の
10.0%以上
（約33.6億円）

11.1%
（約40.9億円）

市債残高 400億円以下 450億円以下 約450億円

〔損益計算書〕

【収益の部】42億3,558万円

※税抜額

【費用の部】35億5,323万円

営業外収益（納付金など）7億5,955万円

〔損益計算書〕

【収益の部】34億7,660万円

※税抜額

営業収益（水道料金など）

34億7,603万円

営業収益（下水道使用料など）

26億2,791万円

【費用の部】33億2,017万円

営業費用（減価償却費、

受水費、委託料、動力費、

人件費など）33億6,974万円

営業費用（減価償却費、

流域下水道維持管理費負担金、

委託料、人件費など）31億8,426万円

営業外収益（長期前受金戻入など）7億6,546万円

特別利益（過年度損益修正益）8,323万円

営業外費用（支払利息など）1億8,349万円 営業外費用（支払利息など）1億3,591万円

純利益　6億8,235万円 純利益　1億5,643万円


